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ー留学経験者を対象とした心理教育的セッション参加者の追跡調査から一

田中 共子 ･高演 愛*

はじめに

2010年4月に経済産業省のグローバル人材育成委員会がまとめた報告書では､日本の企業活動の

グローバル展開に伴って､｢グローバル人材｣の育成と確保が､最大の課題とされている (経済産業

省､2010)｡この ｢グローバル人材｣とは､通常の社会人に求められる社会人基礎力に加えて､外国

語によるコミュニケーション能力と､異文化理解 ･活用力とを備えた人材を指す概念だという｡ま

た同報告書では､近年の若者の海外志向が低下していることを指摘したうえで､｢産学官が連携し､

若い世代から日本人が積極的に海外で学習 ･就労できる社会を構築することが必要｣と提言してい

るoそしてとりわけ､社会と接続した教育機関として大学における人材育成の重要性を強調してい

る｡

こうした環境の中で日本の大学が海外留学を推進していくことは､グローバル人材の育成に貢献

しうる活動の一環として位置づけられるだろう｡上記の報告書では､学生時代に海外留学を経験す

ることで､外国語のコミュニケーション能力や､異文化理解 ･活用力に磨きをかけられると期待し

ている｡大学の異文化間教育には､留学経験の後に､その経験を広く社会で活用する道筋をつける

ことも求められるだろう｡

これまで筆者らは､日本から海外に留学する学生を対象に､異文化適応支援に関する基礎的 ･応

用的な研究を展開してきた｡本稿では､海外留学を終えて帰国した学生に焦点を当てる｡我々は先

に､帰国後の学生を対象とした自助グループ活動として ｢留学経験者の集い｣(以下､集いと称する)

を開催した｡集いの目的は､留学経験者の帰国後の円滑な再適応を促進し､ライフキャリアの観点

から留学経験を位置づけ､キャリアの展開をはかる活動をサポートすることであった (高演･田中､

2012a)｡このセッションは､医療 ･臨床の分野で用いられている ｢自助グループ｣の活動を教育モ

デルの枠組みで応用したもので､留学経験を振り返って長期的な視点からその活用を促す心理教育

として実施された (高満ち､2012a)｡概要は高演ら(2012a)に報告があり､集いの前の適応状態の

アセスメントは高潰 ･田中(2011)に､集いの対話や教材の記録は高演 ･田中(2012b;印刷中a;印刷

中b)に報告がある｡そして集いから約8か月後､参加者にとっては帰国して 1年前後が経過した頃

に､参加者を対象として帰国後再適応に関する追跡調査を行った｡本稿ではその概略を報告したい｡

渋谷(2006)の指摘するように､日本における逆カルチャーショックの解明を含む､帰国後の元留
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学生に関する実証的研究は､未だ研究の蓄積が望まれる状況にある｡今回は､集いの参加者のその

後をたどるために企画された調査であるが､帰国後数か月の時点で行われた集い前の調査とあわせ

て､帰国後再適応の短期から中期的な経過を解明していく一助ともなるだろう｡

1.方法

調査の概要は､以下の通りである｡

1.1.調査協力者

海外留学経験のある､日本のⅩ大学の日本人学部生7名 (表 1)｡男性が2名､女性が5名であり､

年齢は21歳から23歳である｡調査に先立ち､X大学の留学経験者のリストをもとに､帰国後再適

応に関する調査と介入の研究協力者を募った｡申し出のあった学生全員を､研究協力者とした｡日

程の都合がついた者には､帰国者を対象とした心理教育的セッションである､自助グループ的な集

い (高潰ら,2012a)に参加者してもらった｡集いは2009年某月に､協力者の所属するⅩ大学におい

て約4時間にわたって実施された｡そのフアシリテ一夕-は､本稿の第-筆者と第二筆者が務めた｡

表 1 集いの参加者の属性と背景

記号 性別 年齢 留学先地域 留学種別 留学期間 調査時点における帰国後経過期間

A 女 21 北米

B 女 21 北米

C 女 21 北米

D 女 22 欧州

E 女 22 欧州

F 男 22 欧州

G 男 23 欧州

語学研修 4か月

語学研修 4か月

語学研修 4か月

交換留学 9か月

交換留学 9か月

交換留学 9か月

交換留学 11か月

9か月

11か月

9か月

14か月

13か月

12か月

12か月

注)Gは､欧州留学の約 1年前に､北米で5か月間語学研修の経験がある｡

他は 1か月を超える海外滞在経験はないC

1.2.手続き
集いの約 8ケ月後にあたる2009年某月に､研究協力者を対象として帰国後再適応に関する質問

紙調査が実施されたo協力者の希望に応じてメール､手渡し､郵送のいずれかによる質問紙の配布

と回収が行われた｡
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1.3.調査項 目

表 2に､今回の分析に当たって参照した項目を示す｡属性と留学の背景のはか､逆カルチャーシ

ョックの有無 (Ⅲ3)､帰国後の間遠 くⅣ4-1)､留学で得たものと留学観(IV1311､13･2)に関する項

目が含まれる｡項目の整理番号は質問紙における数字であり､本稿においては不連続な数値となる

が､シリーズ研究を参照する際の便宜を考えてオリジナルの番号を付した｡

表2 分析の対象とした項目

I.属性と留学の背景

氏名､年齢､性別､学籍､｢留学経験者の集い｣実施日以降の海外渡航経験､｢留学経験者の集い｣

実施日以降の外国語試験のスコア､語学への自信とその理由､帰国後経過期間､留学先の国名 .

大学名､留学期間､帰国後経過期

間○Ⅲ.帰国後

の生活1ーくA〉留学経験の意義 (⑤大変あてはまる,④ややあてはまる､③どちらでもない､②あま
りあては王らない､(∋全くあてはまらない､の五件法で回答)(1)留学生活は有意義だった(2)今

度は別のところに留学したい(3)また留学したい(4)留学先に戻りたい(5)帰国したときに､逆カ

ルチャ-シヨツクを感じた(6)留学先でカルチャーショックを受けた(7)帰国後である今は､全く

もとの (留学前の)生活にもどった(8)社会のために､私の留学経験を役立てたい(9)後輩の留学

をサポートしたい(10)留学で学んだことの生かし方が分からない(ll)留学経験を語り合える仲間がい

る(12)自分の留学経験に共感してくれる人がいる(13)留学を経験してきた自分が周囲から浮いた

感じがする(14)自分なりの将来のキャリアプランを持っている(15)留学先の環境に慣れるこ

とより､留学 (終了)後にもとの環境に戻ることの方が大変だ くB〉(a)留学経験を生かしていき

たい(b)留学で得をした(C)留学で損をした(d)留学 (終了)後は困難があった (e)留学 (終了)

後の困難は解決した(∫)留学経験を生かすために努力中である(g)留学のこ

とは日ごろほとんど意識しない2.現在の心境 (⑤非常に感じる､④やや感じる､③どちらでもない､

(診あまり感じない､(∋全く感じない､の5つから選択)(1)自分の人生に希望を持っている(2

)やる気を感じる(3)幸福感がある(4)充実感がある(5)わくわくした気持ちがする(6)チャレ

ンジしたい気持ちがする(7)自信を持っている(8) 日本が好きである(9)周りの人への感謝の気

持ちを持っている(lO) 自分は幸運だと思っている(ll) 自分はよい友達に恵まれている(12)留

学先の国が好きだ (13)新たな出会いがほしい(14) 自分の人生は何とかなると思う(15)困難に

負けずに物事に取り組んでいきたい(16)外国語を使いたい(17)もつと外国語がうまくなりたい(

18) 自分が嫌いだ (19)自分の人生に不安を感じる(20)孤独
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(表2続き)

Ⅲ.帰国後の生活

3.逆カルチャーショックの有無 (各項目該当の有無を○×で回答):違和感､焦り,孤独､空虚感､

変哲､不安,いらだち､悲しみ､不眠､食欲減退､やる気がなくなる､落ち込む､疲労感､不満感

､怒り､落ち着かない､居場所のなさ､疎外感､生活に輝き .潤いがない､はりあいのなさ､退

屈､刺激のなさ､理解されない感じ､尊重されない感じ､取り残された感じ､留学先に帰りたい

､その他 (自由

記述)oⅣ.現在の留学経

験活用状況1.現在の所属先の選択理由

(自由記述)2-1.現在の所属先における留学経験の活用状況 (⑤とても生かせている､④やや生

かせている､③どちらともいえない,②あまり生かせていない､①全く生かせていない､の

5つから選択)○2-2.(2-1で(SXg)を選択した場合)活用

方法 (自由記述)○2-3. (2-1で(…×丑を選択した場合)そ

の理由 (自由記述)o3-I.所属先以外における留学経験の活用状況 (2

-1と同様の5件法)o3-2.(3-1で(SXg)を選択した場合

)活用方法 (自由記述)o3-3. (3-1でeXDを選択した場

合)その理由 (自由記述)○4-1.帰国後の問題 (該当の有無を○×で回答､内容を記載):就職活動､進

学､経済､自己､対人関係○4-2.4-1で

選択した問題の困難さ (5件法)○4-3.4-1で選択した問題を克服

するための助けや支え (自由記述)○5-1

.現在の留学経験の有用性 (5件法)○5-2. (5-1で(萱Xg)

を選択した場合)活用方法 (自由記述)○5-3, (5-1で②

9を選択した場合)その理由 (自由記述)Q6-1.留学希望者

.予定者に対する留学アドバイス経験の有無○6-2.(6-1で有を選ん

だ場合)アドバイス対象者と内容 (自由記述)O6-3.(

6-1で無を選んだ場合)その理由 (自由記述)o7-1.留学先の友人.知り合いとの連絡 (G)いつ

も連絡をとっている､④ときどき連絡をとっている､(卦どちらでもない､②あまり連絡をとってい

ない､①全く連絡をとっていない､の5つから選択)o7-2.(7-1でGX

g)を選んだ場合)連絡方法､頻度､内容 (自由記述)○7-3. (7
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(表 2 続き)

Ⅳ.現在の留学経験活用状況

8.カルチャーショックと逆カルチャーショックの度合い (⑤とても感じた～①全く感じなかった､

の5つから選択)(1)留学開始直後 (1か月ほど)(2)留学中期 (1年間留学の方は渡航後6か月

程度のころ)(3)留学終了前1か月ほど(4)帰国後1か月ほど(5)現

在o9.留学による不利益や損 (自由記

述)o10.帰国後の困難 (自由

記述)○ll.帰国後に ｢落ち着いた｣と感じるまでの経過時間 (自

由記述)○12-1.帰国直後に感じた困難の継続状況 (①同じように続いている､(∋ある程度続いて

いる､③どちらともいえない､④あまり続いていない､⑤全く続いていない､の5

つから選択)○12-2. (12-1で(…X丑を選んだ場合)困難内

容 (自由記述)o12-3. (12-1で⑤①を選んだ場合)その

理由 (自由記述)o13-1.留学で得たもの (

5つ)(自由記述)○13-2.留学観 (5つ)(｢留学は｣

と呈示する文章完成法)○注)｢留学 (終了)後｣とある部分は､｢帰国後｣を意味する｡調査用

紙には ｢留学後｣と表記されていた｡｢留学中｣の意との混同を避けるため､記載時には適宜説

明が加えられた｡2.結果以下では､ 帰国後の生活と留学への評価を中心に､協力者の再適応

状況の概略を述べていく｡引用中のA､B･･は､調査協力者の記号を表す｡記述を引用する場合は､

プライバシーの保護の観点から､記載の趣旨を変えない程度に適宜省略や変更を行っており､( )は筆

者が補った部分を示す｡2

.1.帰国後の生活と困難留学経験の振り返りに関する評定をみると (表 3)､｢留学生活は有意義

だった｣､｢また留学したい｣､｢留学経験を語り合える仲間がいる｣の平均値が最も高い｡｢今度は別

のところに留学したい｣､｢留学先に戻りたい｣､｢帰国したときに､逆カルチャーショックを感じた

｣､｢社会のために､私の留学経験を役立てたい｣､｢後輩の留学をサポートしたい｣､｢自分の留

学経験に共感してくれる人がいる｣､｢自分なりの将来のキャリアプランを持っている｣の7項目の

平均値も比較的高い｡一方､最も平均値が低かったのは ｢留学で学んだことの生かし

方が分からない｣であった｡留学経験の意義を問われた際には (表 4)､｢留学経験を生かしていきた

い｣､｢留学で得をした｣の評定が比較的高く､｢留学

で損をした｣は比較的低い｡現在の心境については (表 5)､｢新たな出会いが欲しい｣､｢困難に負けない｣といった前向きな
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項目の評定が比較的高く､｢自分が嫌いだ｣､｢自分の人生に不安を感じる｣､｢孤独を感じる｣といっ

たネガティブな項目の評定は比較的低い｡

表 3 留学経験の振り返りに関する項目への評定

項目 ⅠD A B C D E F G
平均 (SD)1.留学生活有意義 4 5 5 5 5

5 ら 4.9(0.38)2.別のところに留学希望 5 4

5 5 4 2 5 4.3日.01)3.再留学希望 5 5 5 5 4 5 b 4.9(0.38)

4.留学先に戻りたい 3 3 4 4 5 5 5 4.日0.

90)5.帰国時逆カルチャーショック 4 4 4 5 4 5

5 4.4(0.53)6.留学中カルチャーショック 4

3 2 5 5 4 2 3.6(1.27)7.現在はも

との生活 2 5 3 4 3 2 3 3.1日.07)8.留学経験で社会貢献 4 5 3 3 4 5 5 4.日0.

90)9,後輩の留学サポート希望 5 4 5 3 5 5 5

4.6(0.79)10.留学成果の活用法不明 3 3 4 3

2 2 1 2.6(0.98)ll.留学経験を共有できる仲間

5 4 5 5 5 5 5 4.9(0.38)12.自分の留学経験の共感者 4 4 5 5 5 5 5 4.7(0

.49)13.留学後の疎外感 2 2 3 1 5

4 ら 3.1(1.57)14.将来のキャリアプラン 5 3 3 5 4 5 5 4.3

(0.95)15.留学先より留学後環境困難 2 2 4 4 3

3 1 2.7日.ll)荏)表2のⅢ1<A>に示した項目に対

する回答を示した｡表4 留学経験の意義

に関する項目への評定項目 lD A B C D E ど G

平均(SD)a)留学経験を生かしていきたい 5 5 4 4

4 5 ら 4.6(0.53)b)留学で得をした 4 5 5 4

4 5 5 4.6(0.53)C)留学で損をした 3 2 3 3

4 I 1 2.4(1.13)d)留学には困難があった
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表5現在の心境に関する項目への評定

項目 ⅠD A B C D E F G

平均 (SD)1.人生に希望 5 5 4 4 5

5 5 4.7(0.49)2.やる気 5 4

4 3 4 5 5 4.3(0.76)3.幸福感 5 4 5 4 4 3 5 4.3(0

.76)4,充実感 5 4 2 3 4 3 4 3.

6(0.98)5.わくわくした気持ち 5 4 5 3 4 4

4 4,1(0.69)6.チャレンジしたい気持ち 5 4 5 4 4 5 5 4.6(0.53)

7.自信 5 3 3 4 4 4 3 3.7(0.76)

8.日本が好き 5 5 5 4 4 5 4 4.6

(0.53)9.周りの人への感謝の気持ち 5 5 5 4

5 5 3 4.6(0.79)10.自分は幸運だ 5 5

5 4 4 5 5 4.7(0.48)ll.良い友達の存在 5 5 5 5 4 3 5 4.7(0.49)

12,留学した国が好き 5 5 5 5 5 5 5 5

.0(0.00)13.新たな出会い希望 5 5 5 5

5 5 5 5.0(0.00)14.人生は何とかなる 4

5 5 5 5 5 5 4.9(0.38)15.困難に負けない 5 5 5 5 5 5 5 5.0

(0.00)16.外国語使用希望 4 3 5 5

5 5 5 4.7(0.49)17.外国語上達希望 5 4 5 5 5 5 5 4ー9(0.

38)18.自分が嫌い 1 2 2 2 2 2 2 1.9(0.38)

19.人生に不安 3 3 3 4 3 2 1 2.7(0.95)20.孤独感 2 3 2 3 3 3
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表6 逆カルチャーショックの症状に関する項目への評定

項目 ⅠD A B C D E F G 該

当者割合(%)退屈 × × ○

○ × ○ ○ 57.1不安 × ○ × ○ × ○ × 42

.9疲労感 ○ × ○ × ×

× × 28.6不満感 × × × ×

× ○ ○ 28.6留学先に帰りたい × × × × × ○

× 14,3違和感 × × ×

× × × ○ 14.3港 × × ＼ ○ × × × 14.3

悲しみ × × × × × ○

× 14.3不眠 ○ × × × ×

× × 14.3居場所のなさ ×

× × × × ○ × 14.3疎外感

× × × × × × ○ 14.3はりあいのなさ × × × × × ×

○ 14.3刺激のなさ × × × × × × ○ 14.3取

り残された感じ × × × × ○ × × 14.3注 1)表2

のⅢ3に示した項目に対する回答を示した｡注2)○:該当する､×:該当しない

注 3)焦り､孤独､空虚感,いらだち､食欲減退､やる

気がなくなる､落ち込む､怒り､落ち着かない､生活に輝き･潤いがない､理解されない感

じ､尊重されない感じ､その他 (要記入)についても尋ねたが､これらには全員が ｢×｣

(該当なし)と回答した｡2.2.留学経験の活用現在の所属先における留学経験の活

用状況を尋ねると､4名が ｢5.とても生かせている｣｢4.やや生かせている｣を選択した｡その活

用方法としては､授業中 (E)､後輩の指導 (A､F)､留学生支援 (G)が挙げられた (表7)

｡教育､研究､対人交流と様々な領域に渡って､幅広く留学経験が生かされている｡所属先以外での活用については
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表7 所属先における留学経験の活用に関する評定と記述

ⅠD 評定 活用方

法A 4 同じように留学へ行く後輩達に伝えることができているo

B 3

-C

3 -D 3 -E 4 授業中での音読を褒められ､現地の様子

を他の学生に伝えることができる○F a 次に

同じ国へ留学する学生の支援をしている○G 4 留学生支援などにおい

て経験が役に立っている注 1)- :記載なし注 2)表 2のIV211､212

､2-3に示した項目に対する回答を示した表 8 所属先以外における留学経験の活

用に関する評定と記述ⅠD 評定 活用状況 理由

A 4 ボランティアやアルバイトで -B 3 - -

C 2 時間に余裕がなく､活動に参加できていない○D 3 - -E 4 アルバイト先で､留学先にはあ

まり見かけなかったサービス精神を意識して働いて

いる○F 2

- 生かす組織が少ないからG 5 経験をよく話してほしいと言われるため

-注 1)- :記載なし注 2)表2のIV3-1､312､3-3に示した項目に対す

る回答を示した｡帰国後の困難 (表 9)は､進路及び,#済に関して困難があるとした者

が 4名おり､人間関係の困難も2名が挙げた｡こうした困難を克服する支援源となっているのは､

進路と人間関係では友人や両親等の周囲の人々
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表9 帰国後の問題に関する評定と記述

領域 回答者 内容 評定 助け

.支え進路 A ･就

職 4 友人B ･もう1度留学することについて不安を感じている○ 5

もう1度留学することD ･就括中○ 4 日本で日本人らしく普通に幸せな生活を送るか､○○ (職業名)を目指して学校に行き､いつか海外ボランティ

アに行くか､友達に話したりする○F ･就職するが､大学院での勉

4 日本の豊かさに疑問を持ち､お金のた強もしたい○ めでない仕事がしたい○恵まれない世界の人が気になる○就職先にキャリ

アを支える制度があること (は助けになる)○人間 D ･みんな恥ずかしが

りすぎて､ 4 年上の先輩たち (留学経験有り)と遊関係 ハメを外す方法を一緒にやつ んでもらっているo友人

の幅をもつよてくれないOつまらない○ うにしている○E ･部員や内定先の同期がほぼ 4 仲の良い1つ年下の友人 (同学年)に

全員年下のため心の底で引け目と孤独を感じてしまうo 打ち明けること○経済 A ･もう1度留学に行きたい

けれどお金がない 2 自分の財布と相談中です○ち ･金銭面の問題 4 奨学

金D ･留年の人には授業免除制度が適用されないため大変o 4 ○○の奨学金を頂いている

○E ･家計に変化があったo 4 奨学金とアルバイトで学費や一人暮らしの生活費を

やりくりしているO注 1)Cは上記に関する記載がなく､就活は該当なしとしていたため､表から除いた｡ただし進路

の欄に
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留学経験の有用性 (表 10)には,5名が ｢5.とても役立っている｣､2名が ｢4.やや役立って

いる｣と回答した｡アルバイ トや再留学､視野の拡大や精神的成長に有用と認識している｡

表 10 現在の生活における留学経験の有用性に関する評定と記述

回答者 評定 有用

性A a バイトで○○語を中学生に教える中で体験談を語ることが

できる○B 5 次の留学に生かす

ことができたoC 4 困難でもあきらめない○世界中

に友人をもてた自信○D 5 より広い視野で自分や世界を見られるよう

になったし､友人もできた○E 4 困った時のこと､辛かつたことを思い出すと､今の生活なら

たいしたことないと思える○F 5 物事の考え方から気持ちの持ち方まで精神的に支えられている○

G 5 留学の話をする際､次の留学を考える際注)表2のⅣ5-1､5-2､

5-3)に示した項目に対する回答を示した｡留学先におけるカルチャーショックは､

多くは初期に感じ､終盤には軽減している｡ただしGのカルチャーショックは総じて低いが､滞在中

に微増している (表 11)｡逆カルチャーショックの認識はかなり浸透しているが､帰国後一年近くたった

調査時点では大きな問題とは見なされていない｡表 11 カ

ルチャーショックと逆カルチャーショックに関する評定回答者 カルチャーショック 逆カルチャーショック留学直後 留学中期 留学終了前 帰国

後 1か月 現在A 4 2 2 4

1B 5 2

2 5 1C 4 3 1 4

2D こー 4 3 5 2E

5 4 1 4 3F 5 2 1 4 3G 1

2 3 3 2平均 4.1 2.7
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留学によって被った不利益や損 (表 12)としては､教務的なものとして単位互換と留年が各 1

名､ほかに人間関係の問題が1名から挙げられているが､留学自体への否定的な回答は見られない｡

表 12 留学による不利益や損に関する記述

･人間関係に少しトラブルがあったo(A)

･授業の単位取得について○前期の途中から行ったので認定してもらえない授業があった.(B)

･1年のブランク (留年扱い)(D

)･なし (E､

G)･- (

C､F)注 1)-

:記載なし注2)表2のIV9に示した項目に対する回答を示し

た｡帰国後の困難は全員が記載していたが､不在中の変化への対応(D･E)､授業に追いつくこ

と(A)､語学力の維持 (F)､やりたいことが増えたが実行できない (F)などがある (表 13

)｡表 13 帰国後の困難に

関する記述･授業に追いつくのに大変だった｡疲れやすくなっていました｡(バイトに行くのが面

倒に感じました｡)

(A)･充実していた留学の日々を現実と比べて落ち込むことがあった

｡(ち)･日本の学校との温度､孤独感､将来への不安､留学を生かせる方法がわからな

い (C)･他の人の目が気にな

った (D)･悪い言葉がすぐ出たり､日本語が出てこなかったり､日本語で何というか分からなか

った (D)･敬語を忘れて

いた (D)･日本のブームについていけなかっ

た (D)･経済的に苦しくな

った (D)･自分の予想以上にお土産を期待されていた

｡(E)･不在期間に部内やアルバイト先に起こった話の会話についていけない

｡(E)･留学していたと言うのが辛い (自慢と思われたくないため)

｡(E)･したいことがいっきに増えたが､予算制約があるこ

と (F)･マイナー言語だったので､練習パートナーがいないこ

と (F)･自分のパーティーのノリに周囲が付いてきていなかった

こと (F)･親孝行の

仕方 (G)注)表2のNIOに示した項目に対する回答を示した
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帰国後､彼らは落ち着くまでには最短で1週間程度を要しており､2名が 1か月末満､5名が 2

-3か月と答えている (表 14)｡帰国直後に感じた困難の内容等を尋ねたところ､6名は､今は友人

の支えや慣れ等によって困難がなくなってきた､としたが､1名はまだ､進級の遅れの点で困難が

継続していると記している (表 15)Q

表 14 帰国後に ｢落ち着いた｣と感じるまでの経過時間に関する記述

･1-2週間程度 (A)

･2か月 (B､C､D､E)

･2-3週間ぐらい (F

)･帰国後大学が再開してからすぐ-3か月

(G)注)表2のⅣ11に示した項目に対する回答を

示した｡表 15 帰国直後に感じた困難の内容 ･継続状況 ･その理由に関

する記述回答者 評定 困難がなくなった理由

困難の内容A 5 日本の生活

に慣れてきたから -B 5

新しい目標ができたからo -C 4 日本の友人があたたか

く支えてくれ居場所をくれたから○D

5 日本で日本人と日本語で喋つたから○ -E 2 年下と同じ空間にいる､まだ学

生であるという1年遅れたという考えがつきまとうこと○F 4 最初は悪い側面のイ

ンパクトが強かつたが､よい側面に

次第に満足し始めたからoG 4 慣れと新たな友達の存在 -注)表

2のIV1211､12-2､1213に示した項目に対する回答を示した.最後に､｢留学

で得たもの｣および ｢留学は○○だ｣という文章完成法に対する各5個の回答を､協力者の回答順に記したものが表 16､表 17であ

る｡これを､高潰ら(2011)と同様にKJ法を用いながら整理した｡
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｢留学で得たもの｣は､(∋語学の上達､②自分の変化､③世界の広がり､の 3つに分類された｡

①語学の上達とは､｢語学力 (F)｣が高まった感触である｡(参自分の変化とは､｢広い視野 (G)｣な

ど視野の拡大に関するものと､｢自分の未熟さ (B)｣等の自己理解の深化や､｢自信 (A､D)｣､｢自

分を肯定する気持ち (D)｣､｢チャレンジ精神 (F)｣といったポジティブな考え方の獲得を指す｡(診

世界の広がりとは､｢経験 (A･C)｣､｢思い出 (C､Bも類似回答)｣といった経験の蓄積と､｢友人

(A･C･F･G､B,D･E)｣という人的ネットワークの拡大に関わるものから成る.

表 16 留学で得たものに関する記述

回答者 欄 1 欄 2 欄 3 欄4

欄 5A 出会い 経験 将来のための 自らの世界観を広

げ 自分を変えるチ自分の栄養

るための手段 ヤンスB 経験 自分の世界を広げること 自

分 を変えること 将来への投資 夢C 一 生 の宝 人生の転機 忘れ ら

れない思い出 夢 自分を成長させてくれた物D 出逢い 様々な経

験を 人生の夕一二 つらく､楽しく､忘れ 自信と誇りのち与えて くれ

たもの ングポイント やすく､忘れられないもの よっとした源

E 挑戦 国境の意識を 貴重すぎる時 し

なかつた自分を想 一生忘れられななくすこと 間 像できないこと

い人生の塩F 人 生 を 生涯忘れない 考え方の教科

夢を実現していくス ロ-リスク .ハ変 え

た出来事 経験 香 テツフ イリターンのおいしい投
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表17 留学観に関する記述

回答者 欄 1 柵2 欄 3 欄4

欄 5A 友人 経験 多くの考え方､価値観

語学､能力 自信B 多くの友人 か けがえのない思い出 次

の目標 自分の末熱さ 社交性C

友人 経験 語 学 異文化理解 思い出D 自分を肯 愛すべ き友

どこに行つても 1人でい ばかになれる力○ハ 世界と私定する気持ち 人たち

ても､やっていける自信 メを上手に外す力○ とのつながり○E 度胸と根 柔軟な対応 日常生活の○○語

会話力 日本の家族､友人へ ステキな性 力

の感謝の気持ち 友人たちF 語学力

チ ャ レンジ精神 友人 人生を楽しむ方法 夢G 勇

気 本当の自分 友人 将来の夢 広い視野注)表2のIV13-2に示した項目に対する回答を示し

たO｢留学は○○だ｣として訪ねた留学の定義や解釈については､(∋意義､(∋拡大､(∋向

上､④現実の4つに分類された｡①意義は､｢一生の宝 (C)｣､｢将来への投資 (B)｣といった価値を

評するもの､｢夢 (B･C)｣､｢夢の実現 (G､F)｣等夢に関わるもの､｢つらく､楽しく､忘れやす

く､忘れられないもの (D)｣といった充実を表すものから成る｡②拡大とは､｢経験 (A･B､D･F)｣､

｢出会い (A･D･G)｣､｢世界の広がり (G)｣などを指す｡③向上については､｢自分を変え

ること (B)｣など自己変革､｢自分を成長させてくれたもの (C)｣など成長､

｢挑戦 (E･G)｣といった概念から成る｡④現実とは､｢El常 (G)｣とされる現実感を

意味するC3.考察本研究の目的は､留学後の自助グループ的セッションに参加した日本

人学生を対象に､帰国後一年程度を経た時点での再適応状態を､逆カルチャーショックや留学観を

中心に探ることであったO今回は研究協力者のうち､集いの参加者のみの回答を分析している｡そ

こには自助グループの持つ心理的効果や､留学の心理的な整理と発展支援を意図した異文化間教育の影響が

組み込まれていると推測される｡セッション直後の測定では (高潰ら,2012a)､参加者は留

学の価値や意味を自分なりに位置づけ､留学活用の意志を再確認することが促されたと示唆されており､

後の生活でその学びを岨曝し実践していったと期待される｡今回の報告は､集いの経験者のその後の暮らしを追った実
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証研究として､また数少ない帰国者の再適応課程の追跡調査として､興味深い知見を提供している.

ただし集いの効果を厳密に解明するには､一定規模の非参加者の情報をあわせて比較検討を行う必

要がある｡今回の回答者が一般的な帰国者とどの程度同じなのかも､今後の検討を待つ必要がある｡

このような限定を持った情報ではあるが､以下のようなことが読み取れるだろう｡

回答者のほとんどは､自分たちの留学生活が有意義であり､留学で得をした､留学経験を今後生

かしていきたいと答えていた｡彼らは帰国直後だけでなく､一年前後を経過した時点でも､総じて

留学生活 ･留学経験をポジティブに受け止め､今後とも活用したいという意欲を持っていたといえ

る｡留学観については､留学で得たものを自分の肯定的な変化や世界の広がりとしてとらえ､留学

自体への否定的な認識は見られなかった｡

逆カルチャーショックは､カルチャーショックとあわせて､ともに認識されている｡集いは再適

応過程に焦点を当てたものだったので､彼らはそのような反応が環境移行者にありうるという基本

的な知識はすでに持っている0日文化に移行直後の時点では比較的高い困難を報告するものの､一

年近くを経たところでは落ち着いており､病的な症状も顕著でなかった｡帰国後の問題は､進路や

人間関係で経験するが､周囲の関わりや自分の夢が支えになると考えていた｡彼らにおいては､再

適応の過程はおおむね良好に進展しているものと考えられる｡

先に行われた､集いの直前に実施された調査 (高演ら､2011)と今回の調査では､逆カルチャー

ショックの有無 (Ⅲ3)､帰国後の問題 (IV4-1)､留学で得たものと留学観(IV13-1､1312)に関して

同じ問いが繰り返されている｡この回答を比較すると､逆カルチャーショックは該当者の割合と症

状が減少傾向にあり､不適応は徐々に緩和していると推察される｡留学で得たものや学んだことを

生かしたいという帰国後初期の意欲は､順次実践へと変換されていっている｡帰国後の問題として

は､就職活動 ･進路､対人関係の問題の該当者数には大きな変化はなく､留学観と留学で得たもの

の分類枠組みは類似している｡つまり彼らは､様々な問題をまだ抱え続けながらも､適応過程を歩

んでいるところであると考えられる｡

今後の研究上の課題としては､2点が指摘される｡まず今回は､限られた数の事例から得た情報

をもとに､再適応の様子を概観したに留まるが､今後は縦断研究のパラダイムを組んでサンプル数

を増やし､集いの参加者と非参加者における再適応過程を詳細に把握することが求められる｡次に､

今回は帰国後に母校に戻った学生を対象としたもので､まだ学生として在学している時期の調査で

あり､帰国後約一年時点の情報に過ぎないが､キャリア形成や人間的成長はより長い展望が必要に

なるO卒業後の介入やフォローについても､一定のニーズがあると予想されるCより長期の追跡調

査を組み込んだ､研究の展開が望まれる｡

おわUに

現実的な示唆を挙げておくなら､以下を考えることができる｡まず帰国後の連絡体制の組織化に
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ついてである｡一部の大学に見られるような ｢交換留学経験者の会｣のような形で､留学経験者と

留学中の学生､留学予定や留学希望の学生をつなぐようなネットワークづくりができれば､支援的･

互助的交流や情報交換など様々な形で活用でき､留学の持つ潜在的な可能性を引き出していく役に

立つだろう｡卒業後のコンタクトの継続は容易なことではないが､ウェブや SNSといった現代的

な技術を取り入れて､ネットワーク化を試みるという選択肢もあろう｡

留学の後に行われ得る異文化間教育には､まだ開発の余地が大きい｡帰国後教育が柔軟な形で発

展していけば､留学の価値や意義を最大化することに貢献するだろう｡留学前の準備教育を ｢予習｣

とするなら､帰国後の振り返りと将来のキャリアデザインの教育は､留学の ｢復習｣といえる｡彼

らが海外で学んだ多様な能力を明確化したり､その活用を促したりする機会になろう｡これまで日

本の大学における派遣留学生教育は､語学教育を柱とした留学の ｢予習｣に偏りがちであった｡特

に国立大学は､私立大学に比して派遣留学への取り組みが ｢末だ繁明期の段階にある｣と指摘され

ており (横家､2005､p7)､語学教育以外に目を向ける余力はまだ限られているかもしれない｡そう

した中で本研究は､帰国後の異文化間教育に対して一つの可能性を示す意図から行われた｡この先

多様な試みが､後に続くことを願っているo我々は留学の前と最中と後をつないでいく一貫プログ

ラムを考え､そこに心理教育セッションを機能させていくという構想の中に､本研究の試みを位置

づけていきたいと考えている｡
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